保育士養成・教員養成課程に在籍する学生が
ピアノ学習において難しいと感じている項目の分析（1）



















































番迄 4 名、80番迄 9 名、終了迄77名）、ブルクミュラーレベル41％（74名）、ソナチネ・ソナタレベル 7％
（13名）、ソナチネ・ソナタ終了レベル 1％（1 名）であった。
2－2．データ収集方法











を記入する、＜ 2 ＞前項の語句を言い換えるデータ外の語句を記入する、＜ 3 ＞前項を説明するための概
念、語句、文字列を記入する、＜ 4 ＞テーマ、構成概念を記入する、という順にコードを考えて付してい










＜ 1 ＞から＜ 4 ＞に向かってコーディングし、その後＜ 4 ＞を見ながら各行（＜ 1 ＞～＜ 5 ＞まで）をグ
ループ化する形で縦方向に並び替え、再度、すべての行の＜ 1 ＞から＜ 4 ＞までを検討し直し、最終的な
＜ 4 ＞に基づいてストーリーラインと理論記述を書く」と述べており、福士らの分析手順〈2〉の前に、






　データ入力は学生が難しいと感じている事柄毎に 1 枠を使用した（表 3）。〖小カテゴリ〗内の代表的な
テクストの抜き出しでは、学生の記述をそのまま記載した。〖小カテゴリ〗内の言い換えおよび〖小カテ
ゴリ〗内の概念化作成は、先行研究も参照しながら行った。それでも尚、コーディングができないと判断
した部分は、別室にて大学教員 3 名に意見を求め、反映させた（表 4）。なお、大谷（2007）は「ステッ










































〗化を独自に付け加えた。 グループ 化では、 知識 （楽譜を理解するために必要な基礎的な知識）、 知覚
（読み取った楽譜を表情豊かな音にする学習者の主観的な部分）、 技術 （読み取った楽譜を音にするため
























































































第 4 指を同時に打鍵する際に第 4 指が下りない、二重音で第 3 指と第 5 指を同時に演奏する際に第 4 指が
ついてくることが見受けられた。原因としては、各指に運動機能差があり、平準化ができていないこと、




の様子から、左手第 5 指（保続）第 3 指→第 1 指（打鍵）の場合、第 5 指を押さえようとすると、第 3 指






























箇所は、Ｃ音Ｄ音Ｅ音というように順次進行で進んでいて（右手で第 1 指、第 2 指、第 3 指で打鍵すると
仮定する）、①Ｅ音打鍵後にＧ音に跳躍（第 4 指で打鍵）する場合、もしくは、②Ｅ音打鍵後にＦ＃音の




度から 8 度の範囲で順々に構成される 5 つの音から成る10個の音列に対して運指を割り振っている。指間







は、藤原ら（2010）が行った保育士養成課程女子学生38名の「第 1 指－第 5 指の最大打鍵幅」の調査があ
る。ピアノの鍵盤の半音を打鍵幅 1、1 オクターヴを打鍵幅14と定義した場合、左手の最大打鍵幅は14.2
±1.0、右手の最大打鍵幅は14.2±1.1であることから、女子学生38名の最大打鍵幅は平均 1 オクターヴで
あった。なお、両方の手において、1 オクターヴを超えられなかった学生は 3 名であった。Sakaiら（2006）
は、ピアニスト10名の右手の第 1 指（母指）・第 5 指（小指）を最大外転させた時の指尖間の距離（hand 
span）を計測して、この長短で 2 群に分け、長い群をlong span群（5 名）、短い群をshort span群（5 名）
とした。オクターヴ演奏時の母指外転角の最大値および最小値は、short span群の方がlong span群よりも
有意に大きかった。小指外転角では有意な差が認められなかったことから、第 1 指をより大きく外転させ










ら次の打鍵までの時間の平均は、第 4 指と第 5 指の値が、第 2 指と第 3 指よりも有意に長かった。次に、
最速で行った異指による交互打鍵では、ピアノ未熟練者は、第 2 指－第 3 指以外の組み合わせは、第 2 指
－第 3 指の組み合わせに比べて有意に長かった。その中でも、もっとも長い組み合わせは、第 3 指－第 5








合に関しては、第 3 指、第 4 指、第 5 指は腱間結合によって結ばれており、第 4 指は構造的に独立性が低
いことが挙げられる。第 2 指と第 3 指間は、腱間結合を欠くか横走腱膜で結ばれている場合が多い。屈筋









むエクササイズを 3 課題用意し60bpmで打鍵させている。3 課題のうちの 1 課題は、先行音（2 保続音+
単音）→後続音（2 保続音+単音）、それぞれの単音は異音異指による交互打鍵、後続音打鍵のタイミング




が保続指に必要以上に大きな力を発揮してしまう姿は、よく見かけることである。第 1 指、第 2 指、第 4
指を鍵盤の底で保続中に第 3 指と第 5 指の交互打鍵をする場合、第 3 指を上げて打鍵準備をしなければ、
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